
稲津町地域計画2024
発行年月：令和６年2月

明日の稲津を築くまちづくり推進協議会

住所：瑞浪市稲津町小里697-1　
電話：0572-68-3201

岐阜県清流の国ぎふ推進補助金を活用しています

地域計画づくりの流れ

課題や思いを共有し整理しよう
2023/9/15 （金） 19:00-21:00

2022年度に実施したみずなみ”未来”カ
フェ､まちづり講演会ワークショップでの意
見を参考に､個々の関心の高いテーマに
分かれて課題の深堀や地域への思いを共
有しました。

第１回

地域の将来像を描こう
2023/10/5 （木） 19:00-21:00

参加者それぞれが思い描く「こうあってほ
しい」10年後の地域の姿を共有し合い､似
た思いの人たちで目標を作成しました。

第２回

行動計画、実施体制を作ろう
2023/11/9 （木） 19:00-21:00

目標の実現のために､やりたいことや必要
だと思うこと､具体的に取り組むこと､実施
体制などを考えました。

第３回
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今、稲津町がかかえる課題や困りごと

子どもが安全に自由に遊べる場所が少ないた
め、遊び場づくり・住民の集いの場としての公
園を整備したいと考えます。多くの方に意見を
出してもらい、どのような公園にするべきか話
し合い、設備、費用、維持管理を含め具体的な
プランを練っていきたいです。地域の皆が愛着
のある公園として、地域で育てていく公園とな
るといいと考えています。また、子どもが喜ぶイ
ベントを行ったり、子どもがやりたいことを実
施するなど、子育てが楽しい町にしたいです。

町のこれからを考えるにあたって、未来を担う子どもたちの声を聞いたり、年代・性別を問わず幅広
い世代で意見を交わす機会が今後も必要です。多世代交流を進め､情報交換をし､知恵を出し合って､
地域からの力を活かしたまちづくり活動につなげていきたいと考えます。

まちづくり活動に参加する人や役員が固定化､
高齢化の傾向にあります。学生や子育て世代
の意見を聞くような機会や世代間の接点が少
ないこともあり、多様な意見を反映させたまち
づくり活動を目指す必要があります。また、ど
うしたら若い人にも少しでもまちづくり活動に
参加してもらえるのか、考えていく必要があり
ます。

高齢化や担い手不足で、整備が行き届いてい
ない山林や、休耕田が増えました。また、鳥獣
被害も増え困っています。東濃湿地群の中で
も最大の面積を誇り多様な生態系が観察でき
る｢黒の田東湿地｣のボランティア人材を増や
すため、里山整備を下流の都会の人と協働し
て行ったり､アクティビティとして行うなど､人を
巻き込む工夫を考えていきます。

高齢世帯・独居世帯が年々増えており、日常生
活に不安を抱える人もいます。スポーツでの健
康づくりや、年配の経験者の知恵や技術を発揮
できる機会づくりなど、元気で暮らし続けられ
る取り組みを考えていきます。

まちづくり活動

里山整備

多様な意見をもとにした活動を

地域の魅力、情報共有

子どもの遊び場、公園構想

この先、稲津町の人口はどうなる？

（人）

2015年と2020年の国勢調査結果による人口データより推計
※子育て世帯(30代前半夫婦と5-9歳子ども1人の3人家族を仮定)が移住し、かつ出生率が1.8まで改善した場合

（人） （%）

実績 推計

総人口と高齢化率の将来推計
小学生数の将来推計

実績 推計
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現状のまま進んだ場合

年間３組の移住者を呼び込むと
小学生の数は保たれます！※
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高齢化率

総人口

わたしたちが暮らす地域には、
人口減少や少子高齢化によって様々な課題が生じています。
 
この地域計画は、全３回のワークショップを通じて
地域をもっと良くしたいという思いを共有しながら
『こんな地域で暮らし続けたい将来像』と
『わたしたち自身が取り組むこと』を話し合い
行動計画として取りまとめたものです。

計画づくりにあたっては

・ 自分たちにとってやる気の出る、意味あるものにする
・ 人に押し付けて仕事を増やさない
・ やりたい人・必要だと思う人を中心に取り組みを考える

これらを重視して話し合いました。

いつか誰かがやってくれるだろう…という活動でなく
まず自分から一歩、動き出せるように
似たような思いの参加者がチームとなり計画しました。

今後も、多様な世代で意見を交わす機会をもちながら、
無理なくひとつひとつ活動を続け
より良い地域を共につくっていきましょう。
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笑顔でつながる 住みたくなる町No.１！！
稲津町の将来像

近所同士で仲良く過ごせる

お年寄りが楽しく生活できるまち

若い世帯が増えるといい

地域の絆を大切にしたい
常設のウォーキングコースや
ランニングコースを
つくりたい

健康で過ごせるまち

豊かな自然を大切に

子どもたちが自然の中で自由に遊べるといい

子どもが元気よく走りまわっていてほしい

いろんな場所で集まる場があってほしい

若い人が
働ける場所があるまち

年齢問わず集まれる場所があるまち

空き家や荒れ地を
活用したい

若者が流出しないように
地域に雇用企業を誘致する

町民夏まつり、
文化祭を継続したい

公園をつくる

若い家庭の住みやすいまち

せめて現在の姿を継続したい

子どもも高齢者も
誰でも集まれるような
公園にしたい

自分たちでつくる育てる公園

子どもの居場所づくり

助け合いのあるまち

みんなが笑顔になるまち

子どもが増えるといい

昔のように子どもが元気に
外で遊べる環境づくり

事業の継続

災害に強いまち

これからも大切にしたいこと・あったらいいこと・取り組みたいことなど
参加者それぞれが思い描く「こうあってほしい」稲津町の姿です。

いつでも、どこでも、挨拶のあるまち

子どもから高齢者までが交流し
笑顔が溢れるまち

多世代交流が活発なまち

工夫と学習で
未来を動かそう

休耕田の活用を

町の環境整備を、
全世帯で行うシステムづくり

IT機器の活用や作業の簡素化を

協助の地域づくり

対価を払い、清掃や草刈りなど
困り事を解決する仕組みづくり
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10年後の目標・行動計画・実施体制

清掃やコミュニティ・スクールの活動、ふれあい広場などの取り組みは様々な世代が関
わることができる。これらの活動を通じて、同じ趣味の仲間づくりや、世代間の交流を促
していきたい。技術や経験を共有できる場づくりもできるといい。

世代を問わず「友人・仲間」づくりを進めよう
・定期的なゴミひろい
・コミュニティ・スクールを通して地域愛を育てる
・お年寄りと子どものふれあい広場
現在、不在です
社会福祉協議会、まちづくり、スポーツ文化クラブ、稲子連など

目
標

計
画

体
制

10年後も人々のつながりがある地域を目指し、夏祭りや文化祭を継続していく。子ども
が喜び楽しめることを中心に考えることで、保護者や祖父母など多世代を巻き込んだ
地域づくりにしていく。まずは地域の担い手の発掘に向け、家や公園、ウォーキングコー
スにベンチを設けて会話が生まれるきっかけを作るなどの取り組みを進めていきたい。

10年後も人々がつながり続ける町

できる人はベンチを置いてみよう

・夏祭り（花火大会）、文化祭を継続する
・ふれ合いいきいきサロンを継続する
・家の前や地区の公共の場にベンチを置き、
・気軽に座って交流する場を設ける

目
標

計
画

体
制

みんなで稲津の空き家をなんとかしよう！と取り組み、自然や田んぼを守っていきたい。
不良空き家を出さない取り組みとして、修繕が必要になってからではなくまだ使える状
態のうちに、早めに活用や空き家バンクへの登録を呼びかけたい。休耕田は個人の持
ち物ではあるが、「稲津町全体の財産」と考えて、貸し出し・活用していけるといい。

空き家＆休耕田を活用する

チーム サンデー毎日の男たち

・休耕田活用
  －休耕田の把握
  －田んぼの持ち主の意向を知る
  －休耕田の相談窓口をつくる

・空き家対策
  －空き家マップをつくる
  －空き家バンクへの登録

目
標

計
画

体
制

近所付き合いを深め、互いに助け合いのできる稲津町でありたい。地域活性化のため
に夏祭りや文化祭をこれからも継続し、町民運動会を形を変えて復活させたい。計画に
共通する活性化、助け合い、地域交流に焦点を当てた取り組みを進めていく。

現在、不在です

稲津の町は一家族　助け合いのある町
・助け合いの推進
  －集える場所づくり、問題解決の仕組みづくり、学生の居場所
・公園整備
  －地域の交流や防災の拠点に

目
標

計
画

体
制

まちづくりに関する会議に集う人は固定化しており、意見が偏っている。10年後の未来
のために一番重要なのは、子ども（学生含む）や若い世代の声を聞くことだと考える。
町にこれからあってほしいこと、思っていることなどの意見を集め、新たな視点を取り入
れたまちづくりを考えていく。

区長会、小学校校長、中学校校長、高校校長に協力を依頼する

子ども、若い世代の声に耳を傾けた協働のまちづくり
・町民アンケートの実施
・多様な意見を取り入れたまちづくりを進める

目
標

計
画

体
制

誰もが健康で過ごせるよう、体を動かす機会を増やす取り組みを進めていきたい。ウォ
ーキングコースの利用者が清掃活動も行うことで地域美化と健康への意識向上も期待
できる。地域住民が一体となって清掃や運動に取り組んでいけるといい。

誰もが健康に過ごしている町
・ラジオ体操の会（定刻に音楽を流す）
・太極拳やヨガの実施
・ほたるの会ウォーキングコースのマップ化

現在、不在です

目
標

計
画

体
制

取り組む際の主体（既存組織・団体・有志のグループなど）

下記は、ワークショップで話し合われた目標と、
そのための計画（取り組むこと、取り組めそうなこと、取り組めるといいこと）、実施する際の主体です。
今後、具体的な事業計画や協力体制・実行の仕組みを検討し、地域で必要な事業を行います。

協働・協力してほしい相手
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